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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
令
和
６
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹

ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
昨
年
は
、
「
令
和
５
年
７
月
九

州
北
部
豪
雨
災
害
」
が
発
生
し
ま

し
た
。

　
停
滞
す
る
梅
雨
前
線
に
向
か
っ

て
暖
か
く
湿
っ
た
空
気
の
流
れ
込

み
が
続
き
、
九
州
北
部
地
方
で
は

前
線
の
活
動
が
活
発
と
な
っ
て
広

い
範
囲
で
の
大
雨
で
し
た
。

　
特
に
、
福
岡
県
や
大
分
県
で
大

雨
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
る
事
態

と
な
る
な
ど
、
７
月

日
未
明
か

ら
昼
前
に
か
け
て
、
佐
賀
県
も
含

め
た
各
地
で
線
状
降
水
帯
が
発
生

し
て
、
複
数
の
観
測
地
点
で
観
測

史
上
１
位
の
値
を
更
新
す
る
な
ど
、

記
録
的
な
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。

　
佐
賀
県
内
の
被
害
で
は
、
唐
津

市
で
３
名
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
、

佐
賀
市
、
唐
津
市
や
神
埼
市
な
ど

の
山
間
部
を
中
心
に
家
屋
の
倒
壊

や
浸
水
、
公
共
土
木
施
設
の
被
害

で
約
１
６
０
億
円
、
農
地
等
被
害

な
ど
で
約
２
０
０
億
円
の
大
き
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
改
め
ま
し
て
、
お
亡
く
な
り
に

な
っ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
被
災
さ

れ
ま
し
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
８
月
末
、
九
州
第

一
号
と
な
る
豚
熱
が
、
２
例
立
て

続
け
に
唐
津
市
で
発
生
し
、
約
１

万
１
千
頭
の
埋
却
完
了
に
は
３
週

間
以
上
を
要
す
る
困
難
な
事
例
で

し
た
。

　
さ
ら
に
、
昨
年

月
に
は
、
今

季
全
国
初
と
な
る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
鹿
島
市
で
発
生
し
、
約
３

万
８
千
羽
を
殺
処
分
し
、
そ
の
後

で
焼
却
処
分
す
る
と
い
う
特
殊
な

事
例
で
し
た
。

　
い
ず
れ
の
防
疫
活
動
も
、
発
生

地
の
唐
津
支
部
と
藤
津
支
部
が
中

心
と
な
り
、
他
の
全
支
部
か
ら
も

派
遣
・
協
力
を
し
て
、
防
疫
協
定

に
基
づ
い
た
対
応
に
従
事
い
た
だ

き
ま
し
た
。
改
め
て
、
各
支
部
並

び
に
会
員
各
位
に
心
よ
り
の
敬
意

と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
地
方
の
中
小
建
設
業
を

取
り
巻
く
環
境
に
つ
き
ま
し
て

も
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
お
り
、特
に
、事
業
量
の
地

域
間
格
差
や
企
業
間
格
差
は
年
々

拡
大
し
、
地
方
の
景
気
低
迷
と
経

済
的
格
差
を
増
大
さ
せ
、
地
方
の

基
幹
産
業
で
あ
る
建
設
業
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
、
地
域
の
災
害

対
応
に
も
不
安
が
生
じ
て
い
ま

す
。

　
こ
う
し
た
中
、国
に
お
い
て
は
、

「
５
か
年
加
速
化
対
策
」
に
基
づ

き
、
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
自
然

災
害
や
、
老
朽
化
す
る
イ
ン
フ
ラ

等
へ
の
対
策
が
推
進
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
「
５
か

年
加
速
化
対
策
」
後
も
、
継
続
的

・
安
定
的
に
国
土
強
靭
化
を
推
進

す
る
た
め
、
６
月
に
国
土
強
靭
化

基
本
法
が
改
正
さ
れ
、
「
国
土
強

靭
化
実
施
中
期
計
画
」
の
策
定
が

法
定
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
早
期
に
「
国
土
強
靭
化

実
施
中
期
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、

必
要
か
つ
十
分
な
事
業
量
を
確
保

が
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
私
た
ち
地
方
の
中
小
建
設
業

が
、
将
来
を
見
通
し
、
働
く
人
た

ち
の
処
遇
を
改
善
し
、
担
い
手
を

確
保
・
育
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、

中
長
期
に
わ
た
る
安
定
的
・
持
続

的
な
事
業
量
の
確
保
が
必
要
不
可

欠
で
す
。

　
ま
た
、
工
事
完
成
時
期
が
年
度

末
に
集
中
す
る
こ
と
を
避
け
る
た

め
に
、
債
務
負
担
行
為
や
繰
越
な

ど
の
制
度
運
用
が
拡
大
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
が
、
建
設
業
に
お
け
る

働
き
方
改
革
や
経
営
の
安
定
化
を

一
層
推
進
し
て
い
く
た
め
に
も
、

発
注
の
平
準
化
か
ら
施
工
時
期
の

平
準
化
へ
と
つ
な
が
る
そ
う
し
た

取
組
が
、
今
後
、
さ
ら
に
多
く
の

県
内
自
治
体
へ
と
広
が
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
今
年
も
、
こ
の
よ

う
な
環
境
変
化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活

用
、
規
格
の
標
準
化
等
時
代
の
流

れ
に
適
切
に
対
応
し
て
い
く
と
と

も
に
、
社
会
資
本
の
整
備
や
維
持

管
理
は
も
と
よ
り
、
国
や
県
等
の

災
害
、
防
疫
対
応
活
動
へ
の
協
力

等
県
民
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
の

守
り
手
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
同
様

に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
様
方
に
は
、
本
年
も
、
一
層

の
御
支
援
、
御
指
導
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
年
頭
の
御
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
の
新

春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
春
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
佐
賀
県
舗
装
部
会
に

対
し
一
方
な
ら
ぬ
ご
高
配
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
同
様
今
年
も
多
く
の
災
害

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
７
月
に
唐

津
市
七
山
で
の
大
雨
災
害
、
８
月

に
唐
津
市
で
発
生
し
た
豚
熱
・

月
に
鹿
島
市
で
発
生
し
た
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
今
年
も
多
く
の
災

害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
ど
の

災
害
に
対
し
て
も
建
設
業
者
が
一

早
く
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。
対

応
に
従
事
し
た
各
支
部
並
び
に
会

員
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
我
々
会
員
は
地
域
の
守
り
手
と

し
て
今
後
も
災
害
対
応
行
い
ま
す

が
、
来
年
４
月
か
ら
の
働
き
方
改

革
に
伴
う
罰
則
規
定
開
始
・
担
い

手
確
保
・
離
職
者
対
策
等
取
り
組

む
べ
き
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。
経
営
の
安
定
化
の
た
め
に

も
工
事
量
の
平
準
化
、発
注
時
期
、

適
正
工
期
、
書
類
の
簡
素
化
へ
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
国
・
県
は
週
休

二
日
制
の
発
注
で
す
が
、
市
・
町

お
よ
び
民
間
工
事
に
つ
い
て
、
週

休
二
日
制
の
発
注
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
国
の
働
き
掛
け
に
よ
る

発
注
形
態
の
早
期
統
一
を
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
県
内
の
道
路
整
備
状
況
は
、
有

明
沿
岸
道
路
諸
富
Ｉ
Ｃ
〜
嘉
瀬
Ｊ

Ｃ
Ｔ
間
の
延
伸
、
佐
賀
唐
津
道
路

嘉
瀬
Ｉ
Ｃ
〜
北
部
バ
イ
パ
ス
間
の

延
伸
、
国
道
４
９
７
号
（
西
九
州

自
動
車
道
）
東
府
招
〜
伊
万
里
市

内
間
の
延
伸
、
国
道
３
号
線
拡
幅

工
事
な
ど
が
行
わ
れ
て
お
り
、
早

期
の
開
通
・
完
成
が
待
た
れ
ま
す
。

我
が
国
を
取
り
巻
く
円
高
・
物
価

高
騰
も
相
ま
っ
て
、
建
設
業
の
経

営
環
境
は
先
行
き
不
透
明
な
状
況

が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
更
な
る

公
共
工
事
予
算
の
確
保
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
我
々
舗
装
部
会
と
し
ま
し
て

も
、
若
手
技
術
者
確
保
の
た
め
の

中
学
生
・
高
校
生
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
実
施
や
働
き
方
改
革
に
繋

が
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
積
極
的
な
採

用
、
安
全
教
育
・
技
術
講
習
・
資

格
取
得
の
勉
強
会
な
ど
、
若
き
技

術
者
の
育
成
に
力
を
注
ぐ
と
と
も

に
、
働
き
方
改
革
対
策
と
し
て
の

建
設
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
養
成
な
ど

も
行
い
ま
す
。

　
今
年
は
佐
賀
県
で
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２

０
２
４
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
全

国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
大
会
メ
イ
ン
会
場
の

佐
賀
ア
リ
ー
ナ
も
完
成
し
、
い
よ

い
よ
大
会
に
向
け
た
準
備
が
始
ま

り
ま
す
。
全
国
か
ら
来
ら
れ
た
多

く
の
選
手
・
関
係
者
の
皆
様
に
、

佐
賀
の
道
路
は
綺
麗
に
整
備
さ
れ

て
い
る
と
思
っ
て
頂
け
る
よ
う

に
、
舗
装
部
会
員
一
同
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
た
ち

佐
賀
県
舗
装
部
会
は
今
後
も
道
路

を
通
じ
て
安
心
・
安
全
な
佐
賀
の

資
本
整
備
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま

す
。
２
０
２
４
年
が
明
る
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
、
皆
様
方
の
ご

健
勝
・
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。


